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研究目的

映像データを用いた歩行動作解析
映像データを用いた歩行動作の計測とそのモデリングは，
簡易に利用できるため理学療法や認証技術などの分野で非
常に重要な役割を果たす．

正対して撮影した映像は映像中で対象が拡大し，解析が困
難
→統計的モデリングによる拡大成分の推定と動作パラメー
タ・移動速度の推定

フレーム間差分による画像変換 フレアチャートの作成

提案モデルによる横幅のパラメータ推定

：拡大成分に関するパラメータ

：歩行動作に関する運動パラメータ

：速度変動に関するパラメータ
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推定パラメータの分布から得られる知見と
異常歩行検知
60名の高齢者 (10歩 / 平均年齢: 76.97・sd: 4.16 / 異常歩行被験者; 平均年齢: 77.56・
sd:4.35 / 正常歩行被験者; 平均年齢: 75.37・sd: 3.18) の歩行データに対して提案手法を適用

行動イベント：歩容解析
人間の歩行特性の解析を歩容解析と呼び，なかでも映像を
用いた歩容解析は，扱いの容易さから「認証技術」「理学
療法」などの分野で重要な役割を果たす．
→解析可能な映像は撮影条件に依存

どういうデータの解析が難しい？
対象が正対して接近してくる場合，映像中で対象が拡大
するために解析が困難（図１）．

研究目的
拡大成分・動作モデル・速度の推定モデルの構築

図１：
対象が正対して接近してくる場合
の
イメージ図．カメラに近づくため
に
映像上で対象の大きさが拡大する

提案モデルによる縦幅のパラメータ推定

：拡大成分に関するパラメータ

：速度変動に関するパラメータ

：歩行動作に関する運動パラメー
タ

横幅変動のモデリング 縦幅変動のモデリング

提案モデル当てはめ結果

横幅の時系列変動に対する
モデル当てはめ結果
破線：拡大成分モデル
実線：拡大＋動作モデル
実線：拡大＋動作＋

速度推定モデル

縦幅の時系列変動に対する
モデル当てはめ結果
破線：拡大成分モデル
実線：拡大＋動作モデル
実線：拡大＋動作＋

速度推定モデル

提案モデルによって推定された移動速度・横幅の振幅・縦幅の振幅のパラメータ値をプロットした
結果，正常歩行者（上図：黒）と異常歩行者（上図：赤）の歩容特徴量がクラスタを形成すること
が判明．また推定パラメータを使用し，クロスバリデーションに基づくK-NN（K=3）を使用した
異常歩行検知を行ったところ高い検知率を達成
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